
建築学教室創立 100周年記念事業報告(７)卒業設計作品展 

2014-2020年度武田五一賞受賞作品と設計教育プログラム 

吉田 哲（平成 4)  

創立 95 周年記念行事に続き、最近の京都大学

建築学教室の卒業設計の状況をご覧いただくた

めに、2014-20(平成 26-令和 2)年度の武田五一

賞受賞作品を一覧にできる資料を､2006(平成 18)

年度から毎年刊行している『卒業設計作品集』

より編集して制作しました。行事当日はサイト

から卒業生の皆さんにダウンロードしていただ

けるようにしましたのでゆっくりご覧になられ

た方も多いかと思います。 

京都大学の卒業設計は、全国的に見て高い水

準にあり、毎年仙台で開催されている「卒業設

計日本一決定戦」でも優秀な成績を修めていま

す｡2015(平成 27)年には 10 選、2019(令和元)年、

2020(令和 2)年は 2 年続けて特別賞を受賞してい

ます｡JIA 全国学生卒業設計コンクールでは

2018(平成 30)年には彦根賞、2020(令和 2)年に

は金賞を受賞しています｡京都で開かれる合同卒

業設計展 Diploma✕Kyoto でも毎年ファイナリス

トや上位入賞者を出すなど、外部から高い評価

を得ていることがわかります。 

2014-2020 年度の外部での受賞状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築学科での設計関係の演習は､ 

1回生:前期｢建築造形実習｣､後期｢設計演習基礎｣ 

2回生:前期｢設計演習Ⅰ｣､後期｢設計演習Ⅱ｣ 

3回生:前期｢設計演習Ⅲ｣､後期｢設計演習Ⅳ｣ 

4回生:前期｢設計演習Ⅴ｣､後期｢特別研究(卒業設計)」 

と変わりませんが、課題内容に少しずつ工夫が

重ねられて進化している状況が、担当教員とと

もに設計教育プログラムの紹介でも一覧できま

す。また資料には 2020 年度、コロナ禍の中、使

用が制限されたデザインラボの状況やオンライ

ンで実施した卒業設計審査会の風景も紹介され、

困難な時期にもめげず奮闘する学生たちの姿が

垣間見ていただけたかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度 Zoom での卒業設計審査会(右:審査コメント) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度武田五ー賞 北垣直輝「所有と脚色」 

卒業設計作品展資料は柳沢究准教授(平成 11)と

担当し､｢京大建築における卒業設計の現在｣の執筆

は､平田晃久教授(平成 6)､掲載図面のファイル収集

他に､三浦研教授(平成 5)､小見山陽介講師､岩瀨諒

子助教(平成 19)､安田渓助教(平成 24)のご協力を得

ました。記して感謝申し上げます。 


